
「真駒内滝野霊園拡張事業 事後調査報告書（平成 24 年度分）」 

に関する佐藤会長からの質問事項に対する回答書 

 

環境影響評価審議会の佐藤会長からの質問（確認）事項につきまして、以下のとおり

回答させていただきます。 

 

 

指摘事項 

予測地点Ｂ～Ｆで平成 15 年の測定と同様の測定を行い、交通量や騒音レベルの予測値や

基準値と比較すれば分かりやすかったと思います。 

今回の方法でも間違いではないと思いますが、事後調査では予測地点の実測値を示し、予

測値との比較を行うべきだと思います。 

質問事項 回答内容 

① 

今回、なぜＢ～Ｆで実測しな

かったのか。 

評価書で墓参車両の走行に伴う騒音を事後調査の対象と

して取り上げました。 

その理由は、騒音予測手法は科学的知見に基づいており

不確実性は小さいが、予測条件としての将来の墓参車両台

数の設定に不確実性があると判断したためです。 

このため事後調査方法として、霊園に出入りする墓参車

両台数を実測し、設定台数との比較を行うことにより不確

実性を検証することとしました。（評価書ｐ.254 参照下さ

い。） 

今回の事後調査はこの評価書の事後調査方法に基づき実

施したものであります。 

事後調査の結果、実測台数が設定台数を著しく上回るこ

とはありませんでしたが、僅かながら上回る傾向にありま

した。 

このため、報告書では、各予測地点（B～F)ごとの墓参車

両の実測台数と設定台数の差を算出し、それぞれの騒音レ

ベルを試算することとしました。 

 

② 

平成 24 年度の一般交通量を実

測値ではなく、推定値で求めた理

由。 

①と関連しますが、事後調査では、霊園に出入りする墓

参車両台数のみを計測しており、一般車両台数は実測して

おりません。 

このため、騒音レベルの計算のために必要な一般車両台

数を評価書と同様に、設定した伸び率を考慮して推定する

ことが妥当であると判断しました。 

③ 

p.19 の図 8-1-4 は p.33 の図

8-4-2 に基づく相関図と思われ

るが、図 8-4-2 からは墓所基数と

墓参車両台数の間に高い相関は

読み取れない。 

 

ｐ.19 の図 8-1-4 は、評価書資料編（資-19 ページ）の表

Ⅰ-4-2 に示した、将来の墓所数と墓参台数から作成した相

関図です。評価書で設定した事後調査実施時（H24 年）の

墓参交通量を把握するために作成しました。相関係数は高

い値を示しています。（R2=0.9956） 

事後調査報告書のｐ.33の図 8-4-2の墓参車両台数は、

H14 年以降の実績台数を示しており、各年観測時間帯が

異なるため、同一時間帯の 7時～17 時の集計台数を示し、

比較しているものです。 
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